
軟膏類試料容量0.2mL，換気100%酸素毎分6L（表1）

解析項目：点火から発火までの時間，燃焼持続時

間，燃焼形態

【結果】

表2　結果一覧

【まとめ】

今回使用した外用薬には石油由来成分が含まれて

いた。

点火から発火までは3秒台であり石油成分に共通す

る特徴と思われる。

白色ワセリンを含有する製剤は温度上昇が大きく燃

焼時間が長い。

アクリル筒の局所に強い火炎が20～30秒作用する

とアクリル筒に引火すると思われる。

熱伝導の大きいものに置かれた軟膏単体は発火し

ないものと思われる。

一般演題7-2
高気圧酸素治療下の発火と燃焼
第2報　大気圧100％酸素環境での医療材
料の発火と燃焼（特に外用薬について）
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【はじめに】

高気圧酸素治療中の事故を防止するため，内部に

収容する者には原則として何も装着しないことが求め

られる。しかし，治療のために必要とされるものまで

除去することは困難である。創傷治癒に求められる外

用薬の高気圧酸素治療での使用については以前より

懸念事項として，その使用については安全協会への

質問の多いところである。しかし，火災予防の観点か

ら個々の製品についての燃焼特性について報告されて

いるのは医療材料ではないカイロについてのみである。

ここでは，外用薬について大気圧100％酸素環境で

の燃焼実験を行い，その燃焼特性について検討した。

【実験方法】

第1種アクリル製治療装置をモデルとした10分の1サ

イズ実験用装置を作成し，使用されることの多いと思

われる外用薬について100％酸素環境下で電気ヒータ

ーによる点火を行い，その燃焼をビデオカメラ映像と

して記録し解析を行った。

実験装置：長さ198mm，内径84mm，内容量

1.096L（治療装置の約1/1000）（図1）

燃焼条件：湿布，創被覆試料重量0.2gまたは1g，

図1　実験装置

表1　実験試材
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